
平均額を要求額としております。（実施計画計上額と

このことから、市民はもとより事業者等も含め、意識付けの啓発等を広 なる周知を図っていきたいと考えています。 同額）

く行っていきます。

差引一般財源 0 0 0 0

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 98.高齢者見守り事業

2. 老人福祉費

1. 老人福祉総務費 高齢者福祉課

（佐倉市）　　

第１章
ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福 1,454

祉・健康・子育て） 令和 3年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策３
高齢者福祉 令和 4年度 646

令和 5年度 338

施策１
住み慣れた地域での包括的な支援体制を整備します 令和 6年度 470

令和 7年度 0

0

0

・地域住民の気づきの目の醸成のための周知、啓発 住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地 支援が必要な高齢者を必要な機関へと繋ぐことができる

・繋ぎ先や先進事例等の周知、啓発 域づくりのためには、民生・児童委員等による直接的な見守りの他、住 ことにより、早期発見や重度化防止をに繋がることが期待できます。

・地域活動に対する活動支援や意見交換等の実施 民や事業者等、地域で緩やかに見守る間接的な見守り体制を構築してい

・見守り事業者ネットワーク活動への支援等 くことで、必要な方が必要な機関等へと繋がることができる環境づくり

に寄与するとともに、地域福祉の推進を図ることができます。 

異変を感じ取れる「気づきの目」と、状況により 令和３年度は高齢者の見守りに関する周知・啓発 公平性・競争性の観点から２者から事前に見積も

どこに連絡をすればよいか「繋ぎの目」の醸成が必要です。 を行ってきましたが、令和４年度は啓発用パンフレット等を作成し、更 りを徴取し、その


